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設立年（西暦） 2016 年 

助成活動名 夕方から夜にかけて一人で過ごす子どもの居場所づくり事業の発展・強化 

助成額 1,500,000 円 

活動内容 

目的 

 
近年、こどもや家庭を取り巻く問題として、地域における家庭の孤立が深刻化

しており、地域の中での関係性も希薄化していると言われている。そんな中、コ
ロナ禍等の情勢も加わったことで、情緒的・社会的な人間関係を築く経験や体験
の機会が少ない子ども達が存在する。 
倉敷トワイライトホームでは、こうした子どもたちに対し、温かい人間関係と

安心感を提供し、孤立感を解消するための生活支援を行う。発達障害、不登校な
どの困難・課題を抱える子ども達に対応するための配慮や工夫を行いながら、
様々な社会的経験を得る機会などのサポートを行う。 
また、子どもたちの情緒的な安定や健全な成長を支えるために、居場所活動は

地域社会全体にとっても重要な意義があり、当法人の活動を通して地域との連携
を強化し、子どもたちが社会の中で安心して過ごすことのできるような地域とな
るよう、働きかけることが必要であると考える。 

 

内容 

 
スケジュール：週に 3 日（月、火、金）15:00～20:00 開所 

20:00～ 大学生サポーターと職員による活動日誌の作成、振り
返りの実施 

 
・7～8 月に海水浴や BBQ、10 月はハロウィン、12 月にはクリスマスなど季節

のイベントを実施。 
・本事業を利用する子どもの誕生日の前後の開催日には、それぞれにケーキを用

意し、誕生会を実施。 
・本事業を利用している子ども達の様子を所属の学校等関係機関と共有し、支援

方針などを検討する情報交換会を 3 カ月に 1 回実施。 
・子どもの利用決定は、面談（当法人職員と子ども、その保護者）にて行う。同

時に利用日や時間も決定する。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

変更点なし 

 



 成果 

 
職員の常駐により、居場所利用家庭の子ども、保護者からの相談に応じること

が以前に比べて柔軟に対応することができた。夜間徘徊や SNS の言動が不安定に
なった子どもを居場所開催時以外の時間に事務所に招き、話を聞くことができ
た。また、トワイライトホームを卒業した若者の来所に 3 回対応することができ
た。  

 
新規利用児童についてのスクールソーシャルワーカーからの問い合わせもあ

り、調整に余裕を持って対応することで、居場所での子ども同士の相性や対応す
る学生サポーターの検討・調整などを丁寧に行うことができた。 

 
活動終了後の学生サポーターとの振り返り会では、今後の対応について反省点

や子ども一人ひとりに対し、注力して関わっていきたい課題などについて具体的
に検討することができるようになった。 

 

今後の課題と対
応策 

 
現在中高生世代の利用が多くなっており、それぞれの課題が複雑化してきている（男女の

交際や進路、不登校や夜間の徘徊など）。また、それぞれの意志で話したいことがあるとき
には事務所に訪れることが増えてきたため、今まで以上にスタッフの育成や常駐を意識し、
リアルタイムで子ども達が抱える不安や課題に向き合い、サポートができる体制を作ってい
くことが必要であると考える。 

 
本助成を含む助成金の活用やマンスリーサポーターなどの増強に力を入れ、団体基盤強化

に力を入れるとともに、「そこに行けば誰かがいる」という地域の子どもの居場所としての
機能をより向上していきたい。 

 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日常のトワイライトホームの活動風景 

トワイライトホーム利用者 OBの相談対応 

トワイライトホーム振り返りの様子 


